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用
*
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業

』
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「

こ
.
：の
#

が
全
体
と
し
て
意
図
す
る
と
こ
ろ
は
、
 

わ
が
国
経
済
の
明
治
以
降
に
お
^
る
資
本
主
義
的
発 

展

に

と
.%

な
：っ
て
発
生
し
た
雇
用
:'
.
'
賃
金
問
題
を
、

_

と
く
に
.農
業
と
の
開
連
に
お
い
て
解
明
す
る
こ
と
で 

あ
る
：
。>

 

.
-経
济
：の
成
長
と
'い
ぅ
す
ぐ
れ
て
長
期
的
な 

視
野
を
^

っ
て
、
わ
が
国
の
賛
金-

雇
：用
構
造
の
特 

'
質
^

あ
き
ら
か
に
し
ょ
.
ぅ
と
す
^

と
：き
.'
*

.:

袅
業
部
門
：
 

が
遨
本
的
重
要
性
を
も
.つ
こ
と
：は
、
誰
し
も
異
^,

の
.

」 

な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。：
じ
た
が
づ
で
、
農
業
を
単
ち 

商
エ
業
発
展
と
め
対
照
部
^^

と
じ
.

て

分

拆

ず

る

と

.

.
い 

ぅ
の
で
は
な
-<

、.
農
業
に
即
し
て
そ
こ
か
ら
出
発
す
. 

る
と
い
ぅ
著
者
の
方
法
論
は
'
.的
確
で
：あ
.
々
、
ま
た
著 

者
に
し
て
ょ
く
な
し
ぅ
る
課
題
で
あ
る
と
岩
わ
な
く 

:

て
は
な
^

-

な
い
。

「

経

済

成

長

と

貨

金

」

'
で

は

、

:

人
一
口
，
.
実

賢

貧

金

フ 

の
趨
勢
、
分
配
^

の
長
期
波
動
な
ど
.が
論
^

さ

れ

、
 

こ
.の
よ
ぅ
な
歴
.史
的
な
展
望
0

0

.
ち
：に

.:
'

次

の

「

経
；
 

済
成
長
と
.照

用」

，
へ

と

移

る

。

.
U

J
こ
で
は
''
i

林
業 

の
比
重
の
低
下
傾
向
と
そ
の
長
期
波
動
，
農
林
業
屉 

用
趨
勢
と
農
業
人
ロ
の
固
定
性
.、
そ
し
て
農
業
人
口
： 

の
減
退
が
抜
わ
れ
て
'い
る
。：
こ
の
：あ
と
.、：.:
.労
働
力
，の
■.

:

産
桊
間
移
動
と
し
て
農
工
間
移
動
の
.分
析
が
な
'
さ 

:.

れ
、：：労
働
移
動
ど
農
エ
間
|

^

格
韋
に
始
ま
る
.「

貧 

'

'

金
格
差」

'
:
論
が
展
開
さ
れ
る
。
最

後

に

(

工
業)

賃 

•

金
格
差
の
形
成
因
に
つ
い
て
の
実
証
的
考
察
が
添
え 

ら
れ
て
：い
る
。

.:

:,
:'

著
者
の
分
析
方
法
は
：、;'「

単
純
だ
：グ
：ラ
フ
か
ら
ま 

. 

'
ご

ぅ

こ

と

が

き

顕

著

な

傾

向

だ

け

.^
引

き

出

す

と

い

一 

っ

た

：
し

ご

v

素
朴
な
手
法」

に
ょ
る
も
の
で
、「

洗 

紳
さ
^

た
^.

度
な
統
計
顧
析
技
術
を
.
駆
使」

す
る
も
'■ 

.

の

：
で

は

な

；
い

。

こ

：
の
：

f

ぅ
な
方
法
'
の
潸
景
に
は
、

」

賃 

.
金

，
，
：
雇

用

等

：
々
.
.
の

長

期

時

系

列

推

計

作

業

に

お

け

る
 

梅
村
氏
の
豊
富
な
経
験
が
あ
.
る
わ
け
で
、.
こ
れ
ら
の
. 

へ:

推
計
資
料
灰
徽
横
；に
：駆
使
し
た
分
析
ば
ま
さ
に
ー
し
. 

ご
く
素
朴
な
手
法.J 
■に
ょ
っ
て
こ
そ
、
本
来
の
値
打 

を

も

つ

も

の

と

信

ず

?>
•
。

'.:
梅
村
氏
が
本
書
に
あ
つ
.

め
ら
れ
た
氣
論
文
で
ょ
っ：

.

て
立
:?

て
^

る
理
論
的
.
基
盤
ば
V

:)

古
典
派
経
许
学
、の 

体
系
で
あ
る
。
だ
'

か
ら
こ
そ「

巻
頭
に
全
編
を
質
く 

.

.

.ラ
イ
ト
モ
テ
イー
フ
と
し
て
、
と
く
に
古
典
派
賃
金 

理
論」

が
お
か
れ
て
い
る
。
次

い

で「

ペ
テ
ィー

法 

へ
則J:

.さ
^
に
：「

唑
産
函
数
と
技
術
進
歡」

；
於
ニ
、
三
一 

編
め
.
：理
論
的
骨
格
を
形
成
レ
て
：い
る
。\

し
か
V

「

奪 

.

産
皮
敦
ど
技
術
進
^

」

.

は
、

口.
ビ
ン
.

ソ
ン
.『

資
本
蓄
.：
 

積
論』

，.
に

対

し

て

付

け

加

え

る

も

：
の

：
を

•
も
た
な
，い
と 

い
ぅ
©

.^

本
書
に
は
収
め
ら
水
て
い
な
い
。：

け
れ 

♦
A
J

も
、
.

わ
が
国
に
お
：け
る
.
賃

金

格

差

の

：
存

在

に

；
対

し
 

.

て
、
■

ロ
ビ
ン
カ
ン
，流
の
，「

中
立
的
.
な
技
術
進
#:」
と 

.

い.
.う
武
器
が
有
力
な
分
析
用
具
.
ど
.
な
;̂
'う
る
だ
ろ
う
.

.

か
。
わ
れ
わ
れ
ば
，

.
著
者
の
事
実
認
識
と
論
理
要
請 

.

と
の
間
.
に
‘
.
.、.
断

層

を

認

め

：
る

*

こ
.
.の
ょ
.■ぅ

な

断

層
I
は
、
 

著

.^
も

認

め

て
 

'い
.
る
と
'お
り
、

:

古
典
派
賃
金
論
と
実. 

質
賃
金
趨
勢
：の
実
態
分
析
の
間
.
に
も
.
存
在
す
る
。
ま 

た
べ
テ
ィ
ー
法
則
：

=

平
均
国
民
所
得
と
農
林
業
比
重 

と
の
，逆
相
.関
関
係
©

背
後
に
は
、
労
働
.の
産
業
間
移 

動
と
賃
金
•
所
得
分
布
と
の
構
造
的
な
メ
：力
ニ
ズ
ム 

が
存
在
す
る
は
ず
で
あ
る
。

'

,」

し
.

わ
れ
わ
れ
は
著
者
.が
-?
:
-
.
.
'0

ラ
ィ
ト
.
モ
.
.
テ

ィ

ー

フ 

の
実
証
さ
れ
る
の
を
鶴
首
す
る
も
の
だ
が
、，
あ
，わ
を 

'

て
唯
物
史
論
の
立
場
か
ら
蓄
猜
さ
れ
.た
農
業
経
资 

.

.論
一：

資
本
主
義
発
達
史
と
切
ゥ
結
ぶ
論
点
を
あ
き
ら 

か
に
し
て
ゆ
く
こ
と
%'

大
切
.だ
と
思
ぅ
。

;

么
大
明
^

.

<

;

5ニ
1;

九
頁
r

五J

 

ニ
〇
円)

■ 

• 

- 

I西
.

川
.
.截
作

—

*. 

- 

* 

*

.

;」

;

:
_ 

計

量

経

済

学

的

分

析

』

本
書
枕
.
前
著『

経
済
行
動
の
計
量
的
.
分
析』

(

建
元 

'

氏
と
の
.
共
著
、

.
' r

九
：五
七
年)

に
次
ぐ
、
上
野
.氏
の 

日

本

経

済

分

析

吖

第

ー

一

:

次
鞘
告
で
：あ
る
.
。
全
体
は
四
. 

編
に
分
か
れ
る
。
I

:

で
：は
、

' 

従
来
諸
家
に
.ょ
る
研
究 

で
あ
.
ま
り
成
功
を
み
な
：か
っ
；た
耐
久
消
費
財(

自
動 

S

需
要
の
.
長
期
予
測
が
扱
わ
れ
、
条
件
つ
き
回
帰 

分
析
の
.
応
用
で
興
味
あ
る
結
果
を
#:

て
い
る
。.
n

で

ば
'•
.

歡
凯
ゆ
も
^

産
業
で
‘
ん
綿
妨
績
業
吵
投
資
函 

数
、
ま
た
戦
後
の
産
業
別
投
^

^

数
0

計
測
結
果
が 

ま
と
.
.め
ら
れ
I
て
-

い
.
る
。
投
資
函
数
を
安
定
的
に
极
定
. 

す
る
こ
'

と
は
、,
現
在
の
\
計
贵
經
済
学
.
の
.
中
心
.
課
題
の
.
.
. 

ひ
と
つ
で
.

あ
る
。
瓜
で
は
、
等
閑
.
に

附

さ

れ

，
て

ぎ

た

' 

法
人
貯
蓄
函
数
の
戦
前
•

戦
後
に
わ
た
.
る
ft

測
結
果
' 

が
与
.え
^;

れ
て
v'
^-
1。
.■
以
上
I

〜

.

瓜
の
' 

.

.
,
n
個
別
的
,-
. 

研
究
の(

あ
と
に
'
 

汉
と
し
て
日
本
経
済
の
エ
ふ
ノ
メ 

ト
リ
.

ッ
：'ク
.

•

，
モ

デ

ル

と

.
い

•

う
.，;-
1

線
合
的」

.

.
研
究
が
.
据
.
.
. 

え
ら
れ
て
い
る
。
へ
し
か
し
こ
の
.

モ
デ
ル
は
、
後
の
- 

「

日
本
経
济
の
長
期
モ
デ
ル」

へ
経
済
研
究
一
九
六 

〇
年)

に
至
る
#

定
的
な
試
論
で
あ
.
る
。

.

日
本
の
計
量
模
型
は
す
で
，に
い
く
つ
か
の
研
究
グ 

ル
ー
ブ
の
手
で
開
発
、
試
作
さ
れ
て
い
る
が
、
上
野 

氏

の「

長
期
モ
デ
ル」

.'
'

は
そ
れ
ら
の
成
果
を
よ
く
踏
. 

ま
え
た
う
え
で
、.
な
お
顕
著
.
な
独
自
性
.を
保
っ
て
い 

る
。
本
書
汉
の「

暫
定
模
型」

.
は
そ
こ
へ
の
里
程
標 

で
あ
る
。

I

〜

ra

の
個
別
研
究
で
は
、
：そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に 

関
す
る
欧
米
の
研
究
成
果
.
の
要
約
.

紹
介
に
始
ま
り
、
 

そ
こ
か
ら
示
唆
さ
れ
る
択
一
的
な
諸
仮
説
を
わ
が
国
. 

の
資
料
で
検
証
す
る
と
.

い
う
形
を
と
っ
て
い
る
。
だ 

が
，
仮
説
の
選
択
、
そ
し
て
検
証
の
手
順
は
き
わ
め 

て
平
板
で
あ
る
。
ぃ
一
例
を
あ
げ
る
と
。
産
業
に
：よ
0 

て
投
資
決
定
要
因
の
影
#

力
が
相
違
す
る
と
い
：う
こ
. 

と
が
見
出
さ
れ
、
そ
れ
に
つ
い
て
解
釈
が
与
え
ら
れ
/ 

て
い
る
の
だ
が
;'

こ
う
し
た
多
様
性
を
統
一
■的
に
理 

解
す
る
役
資
阁
数
■
の
設
，定
.が
な
一
さ
れ
.
て
.い
な
.い 

''.こ

r

f

F

^

.紹

介

.

か
ょ
ぅ
か
性
板
^

^

:

へ'
も
則
#

^

^

た
：わ
け
だ
：

.

が
、
：巨
視
的
な
予
測
模
型
：の
構
成
に
お
い
て
は
、.
右 

の
：ょ
う
な
多
様
性
を
犠
牲
.
に
.
せ
ず
、.
：包
摂
す
.
ベ
♦

で
.
.
'
.
.
, 

ぁ
ろ
う
。'
こ
.

れ
を
怠
れ
ば
、'
計
測
さ
れ
'た
模
型
ね
宏 

.

定
性
を
：失
つ
.

て
.
し
：ま

う
..
0

.
:

す
べ
て
を
欧
米
の
モ
>

サ
シ
で
，侧
る
：と
い
，う
憤
習
.

.

.

に
従
つ
て
云
え
ば
、‘
本
書
は
ク
：ラ
ィ
ソ
.
©

多

元

論

的

.

.
门

い 

，

な
計
量
分
析
に
な
ぞ
ら
え
：る
こ
と
が
.
で
.
き
.
る
♦た
ろ
：

^-

。-
日
本
経
済
か
計
量
的
分
析
の
一
：方
の
到
達
占
仙
.を 

■

あ
ら
わ
す
も
の
-i
:

し
て
読
ま
れ
る
こ
と
が
望
ま
し 

い'
。.
関
連
文
献
の
リ
ス
ト
へ
付
風
諸
統
計
表
、
利

用
' 

さ
れ
た
計
量
.
テ
ク
，.ニ.
ク
.
の
.
解
説
も
整
づ
ッ
て
い
.

て
，、
教
.

科
書
と
し
て
の
配
盧
も
払
わ
れ
て
い
る
。

(

東
洋
経 

済
新
報
社
/

'A
.

5

. 

•
:
ニ
〇
0

頁
*

五
，0

〇
円)

：

I

西
川
俊
作

I

.

本
講
座
は
、
赤
松
要
>
 

堀

江

雄
•

名
和
統
一
•

.

大
来
佐
武
郎
四
氏
の
監
修
に
.

ょ
り
、，
我
が
国
の
国
際
，
 

経
済
学
界
の
.

1

流
の
研
究
者
の
殆
ん
ど
す
べ
て
が
執 

筆
し
、:
国
際
経
済
の
基
礎
知
識
を
集
成
し
、
'六
巻
に 

.

ま
と
め
て
、
体
系
的
に
わ
か
り
や
す
く
提
供
す
る
こ 

と
が
目
的
と
さ
れ
て
.
い
る
。
す
で
.

に

第
--
-
*
卷

代
. 

世
界
経
済
論』

.
と
第
二
巻『

国
際
収
支J.

と
が
刊
行
さ 

'

れ
，
本
書
が
そ
の
第
：三
'

巻
に
あ
.
た
.り

、

ひ

き

つ

.
づ

ぎ
第
四
眷
3;

際
賢
本
移
馳
.

』

、
溶
1

#-
#

©

主
乾
と 

後
進
国
開
発』

、
，第
六
卷『

国
際
経
済
図
説』

が
刊
行 

予

定

で.:
'

国

際

経

済

に

関

す

る

重

要

問

題

は

網

羅

的
 

に
と
り
あ
げ
ら
れ
、
.
.論
究
さ
れ
て
い
る
。
監
修
者
達 

も
指
摘
し
て
い
る
が
、(

本
■

座
は
従
米
の
.講
座
の
よ 

5

に
論
集
的
な
ネ
の
で
な
く
'
国
際
経
済
の
事
典
と 

し
で
の
役
割
も
果
す
よ
ぅ
に
，企
図
.さ

.
れ

で

い

る

。

し 

’
I

か
：レ
内
容
を
広
範
に
し
、
あ
ら
ゆ
る
問
題
を
と
り
あ 

げ
る
こ
と
と
、'
理
論
的
な
深
遠
さ
、
問
甄
意
識
を
失 

な
.わ
な
い
.

こ
と
と
.
を
い
か
に
調
和
す
る
が
.は
大
き
な 

課
題
で
あ
り
、
こ
の
点
本
講
座
は
非
常
な
成
功
を
お 

さ
め
て
い
る
が
へ
な
お
若
干
問
題
は
残
さ
れ
て
い
る
。
.

本
書
に
.お
ぃ
'て
.は
、
.
赤
松
要
博
士
の「

経
済
発
展 

i

外
国
貴
易」

と
.-題
す
る
す
.ぐ
れ
.た
.問
題
提
起
.に
始
. 

ち
り
、
.'

貴
易
政
策
.(

蜇
商
主
義
政
f

自
由
貴
易
政 

策
V

保
護
貴
易
政
策
I

日

本

質

易

政

策

，
の

課

題

)

、

.
貴
易
理
論(

古
典
学
派
•
マ
ル
ク
ス
経
済
学
派
•
近 

:

代
経
済
学
派)

、
質
易
の
現
状
分
析
ス
吧
^
の
貴
易
.

.

日
本
の
貴
易)

、

国
際
貴
易
ゼ
ミ
ナ
ー
ル(

近
代
経 

済
学
派
.

マ
ル
ク
ス
.

経
済
学
派)

と
、
一
十
三
名
の
学 

者
を
動
員
し
て
、.-
'

系
^
*
っ
た
広
範
な
分
析
が
行
な 

わ
れ
て
い
る
。
本
書
%:
講
座
の
主
旨
に
沿
い
事
典
と 

し
て
も
役
'
立

つ

よ

ぅ

に

、

国

際

質

易

^-
関

す

る

す

べ
 

て
'

の
問
題
点
が
一
応
と
■
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
 

と
れ
を
簡
単
に
紹
介
す
る
こ
ど
は
不
可
能
.
で
あ
る
。

'

し
た
が
っ
て

V
読
し
た
感
想
だ
け
を
ヾ
の
べ
れ
ば
、
 

ま
ず
、
ー
ハ
般
き
平
易
な
解
説
に
つ
と
ー
め
な
が
ら
も
、
 

多
く
の
著
'
者
達
は
、;.
'

意
欲
的
な
論
究
を
行
な
っ
て
お

パ

：

1
)
1

 

ニ
：：-

三
 

.

講
座
.

•
国
際
経
済
.
第
三
巻 

'『

国

際

ー

質

：
易

』

'

:



%

り

、

と

く

に

貴

易

理

論

中

の

近

代

経

済

学

派

は

非

常 

に

す

ぐ

れ

た

简

明

な

ま

と

め

で

あ

る

と

思

わ

れ

る

。 

第

二

に

、

マ
.ル

ク

ス

経

済

学

派

と

近

代

経

済

学

派

の 

ニ

つ

が

と

も

に

紹

介

さ

れ

、

阿

者

を

対

比

さ

せ

て

把 

I s

す

る

：こ

と

が

で

き

て

有

用

で

あ

る

が

、

質

易

理

論 

に

お

け

る

両

学

派

の

問

題

意

識

な

り

理

論

体

系

の

差 

異

や

対

立

点

な

ど

を

一

応

ま

と

め

た

简

堆

な

解

説

が 

最

初

に

あ

れ

ば

、

本

掛

の

利

用

が

ょ

り

有

効

に

な

っ 

た

と

考

え

ら

れ

る

。

第

三

に

、

本

講

座

の

各

卷

末

に 

つ

け

ら

れ

た

各

テ

丨
'

マ
•

の

ゼ

ミ
.
ナ

ー

ル

は

非

常

.

.
に

有
 

益

で

あ

り

、

本

喾

を

読

了

さ

れ

た

の

ち

こ

©-
ゼ
ミ
ナ 

丨

ル

に

ょ
- ?
;

て

問

題

点
.を

整

理
.し
.
、
:.
:
ー
ー
層
の
研
究
0:

. . 

方
^

づ

け

な

り

、

そ

の

た

め

の

参

考

文

瞅

な

り

を

え 

ら

れ

る

の

が
.■ょ

い
と
■
思

ぅ
。
.

.

'

本

書

：(

本

講

座

全

体

に

0
ぃ

ー

で.も

)

.'
'
.は

::
>

入

門

書
 

と
し
.
て
.ま

た
.は

底

範

な

問

題

の

把
.握

の
'
た

め

：に

貴

重
.-
.
. 

.
で

あ

る
.ば

か

り

で

が

く

、
- .
.
漠

然

と

い

だ

い

て

い

た

0 

際

経

済

の

銮

礎

知

識

の

体

系

化

に

も

大

い

に

役

立

つ

，
，
 

良

書

で

：あ

り

、.
.：.こ

れ

を

底

辺

ど

；し

て

、: .
-
'そ
'れ

ぞ

れ

の 

専

門

書

な

ヶ

論

文

に

あ

た

り

、

さ

ら

に

つ
'

っ

込

ん

だ
.
. 

研

究
'を

す

る

こ

と

が
.望

ま

し

；い
。

(

有

斐

閣
•

A

‘
' &

• 

ニ

七

八

直

，
五

〇

0

円

)

.

'

:

—

深
.

海

博

明

1
:

所

得

倍

頌

評

画

が

発

表

さ

れ

て

か

ら

十

年

後
^

は
'

所

得

は

倍
.
に
.
な
る
•も

の

だ

と

考

え

ら

れ

る
' J

：
う

に

な 

っ
た
。

実
際
は
一
.年

後

或

は

半

年

後

も

わ

か

ら

な

い 

の

で

あ

る
.
か

ら

十

年

後

ど
.
う

な

る

か

な

ど

は

わ

か

っ
. 

た

も

の
.
で

は

な

い

が

、

一

応

政
府
筋
が
ど
.の
よ
う
に 

考

え

て

い

る

加

を

見

る

こ

と

ば

楽

し

い

こ

，と

で

あ

ろ 

-5
>

;-«
,

本

：麇

は

大

来

佐

武

颠

氏
^

は
じ
あ
^

す
冬
国
民
へ(

 

坐

沾

研

究

会

の

メ

ン

バ
丨

.
に
.よ

る

十

年

後

の

未

来

図 

:

で
：あ
る
汾
.：経

済

企
_

庁

長

官

迫

水

久

常

氏

;0
序

文

を

：
 

み
' ^

と

:'
'

'

'

『

观

田

内

間

：の
、:-
'「

国

民

所

得

倍

増

計

画

」
：

. 

の

最

後

：に
い「

国

民

生

活

ゆ

将

麥

：
：と
；い

う

記

述
.が
、あ

：：

’

る

。
.

し

か

し

わ

た

く

し

は
*

こ
■

の

記

述

に

よ

っ

て

、
 

わ
：れ

わ

れ

；の

生

活

が

、
-:
;

'|
+

画

達

成

の

：と

ぎ

、

ど

ん

な

；
 

ふ

う

に

ま

で

向

上

し

て

：い

る

の

か

と

い

う

こ

と

に

.つ 

い

て

、

具

体

的

な

、

生

き

生

き

と

し
’

た
、

感

覚

が

得 

ら

れ

な

い

こ

と

を

遗

憾

に

思

っ

た

。

そ
こ

.で

わ

た

く 

し
ば
.
、

あ

る

と

き

、

こ

の

計

画

の

立

案

に

参

加

し

た
. 

瘙

済

企

画

疔

の

人

た

ち

、：冲

：な

わ

ち

、
総

合

計

画

局

，長 

の
^

来

佐

武

郎

君

を

は

じ
'
め

同

局

の

諸

君

：に
.
対

し

、
：

.
役

所

と

か

、
：#
:

人

と
.
か
と
'
い

う

立

場

を

は

な

れ

て

、
 

得

ら

る

ベ

含

計

画

達

成

時

の
^ .

ろ

も

み

の

数

字

を

.、 

考

察

と

推

測

と

に
^

0
て
、
:-
'
:
-補

つ

：：
た

ヶ

、

V

つ
へ
な
：
ぎ

合
 

わ

せ

た

り

し
.
て
、
:
計

画

達

成

の

際

に

お

い

て

国

民

生 

活

の
.
あ

る

で

：あ

ろ

5

姿

を

、
よ
■
り

具

体

的

に

、
写

実

的
. 

に

書
.
い

ズ

み

な

：
い

か

と

い

う

提

案

を

し

た

。

.
：
.
：
■研
 

究

資

料

と

し

ズ

で

き

あ

が

ら

へ

た

の

が

本

書

ヤ

あ

る

。
 

•
•
.
•
•
•
•

今

後

国

民

生

活

向
.上

の

た

め

：の

対

策

を

立

て

：て 

い
く

う

え

に

お

い

て

は

、，
き
-ゎ
'
め

て

貴

童

な

参

考

に
. 

な

る

こ
.
と

は

た

し

か

で
.

&

る
。.
'
.
.
:
:
.
:
.
_

デ
と
.
述

；..ベ
.
ら

れ
.

て

い

る

。

第
一
部
と
第
一
.I

部

に

わ

け

ら

れ

、

第

一

部

：

.

.で)

は

、''
'
.
'
'標

準

的

允

会

社

員

、

老

人

：，

高

工

.
出

の
i

 

港

、

農

家

の

一

日

の

生

活

が

ど

ん

な

ふ

う

に

過

さ

れ 

る

か

が

述

べ

ら

れ

て

い

る

、

題

し

て
 

一
0

年

後

の

あ 

る

日

と

い

う

。‘
第

u

部

で

は

も

う

少

し

具

体

的
.な

数
' 

.
字

を

入

れ

て

、

一
〇

年

後

の

国

民

経

済

と

国

民

生

活 

:

を

量

す

る

：
:'
'

—*

、：：

」

経

済

発

展

ど

国

民

生

活

に

お

い
. 

て

は

，
.

一
般
的
に
、

s

住

宅

お

よ

び

生

活

環

境

の

整 

:
備

、.
.
问

社

会

保

障

制

度

お

よ

び

社

会

福

祉

施

設

の

整
' 

:

.
備

馨

、■:

㈧

余

暇

利

用

の

增

大

と

そ

の

対

策

ノ
㈡

教
' 

育

と

葉

の

向

上
- r

(̂
)

最

低

賃

金

制

度

の

拡

充
、

(-
)

,

租

税

負

担

の

軽

減

合

理

，化

、.

s

消

费

者

保

護

の

た

め 

.

の

方

策

、

に

つ

い

て

ふ

れ

る

。

ニ
、

戦

後

に

.お
け
る 

::
.
国

民

生

活

向
.上
.
の
姿
.
で

は

'、

.

戦

後

の

生

活

内

容

の

変
 

化

を

概

観

し

、

三
、.

一
〇

年

後

の

国

民

生

活

で

は

、
 

就

業

構

造

、M

用

、
»

罾

罾

営

，
^

| #

ボ

申

、
消

費
 

水

準

と

そ

の

内

容
.、

物

価

、

住

宅

：•

生

活

潔

境

、

交 

:

通

，
通

信

、

レ

ク
W

エ
I

シ
m

y

、：
教

育

、
：
社

会

保 

へ
障
、(

に
.
つ
い
て
.
ふ

：れ

る

。
'
.
分

析

方

法

や

爲

は

示

さ
 

',

れ

ず

結

論

だ

け

が

.述

べ

ら

れ

る

の

で

そ

の

点

に

不

満 

.
を
^

づ
、..人

も
.あ

' ^

か

も

し
.れ
.な
.
い

が

、
：
そ
.
.の
ほ
.う
が
. 

よ

み

や

す
: <

て

頭

に

の

こ

る

と

い

う

人

も

あ

ろ

う

。

.

(

東

洋

経

済

新

報

社

，
B

$

,

 

j

九

四

頁

*.
三
〇

〇

S

—

佐

—

保
I

国
民
生
活
研
究
会
編'.
':
,

-

'

:

'

'

,

■;『

1
〇
年
後
の
国
民
生
活

』

"


